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諏
訪
塾
⑳
菊
姫
が
モ
デ
ル
と
も
言
わ
れ

諏
訪
湖
の
石
彫
公
園
の
岸
辺
に
大
き

な
和
服
姿
の
像
が
立
っ
て
い
ま
す
。
名

は
八
重
垣
姫
と
い
い
、
人
形
浄
瑠
璃
の

主
人
公
と
し
て
明
和
3
年
（
1
7
6
6
）

年
5
月
、
大
阪
の
竹
本
座
で
初
演
さ
れ

た
「
本
朝
廿
四
孝
奥
庭
狐
火
の
芦

に
、
上
杉
謙
信
の
娘
と
し
て
登
場
し
ま

す
。
実
際
に
は
謙
信
に
娘
は
居
な
い
の

で
、
架
空
の
人
物
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

武
田
信
玄
の
側
室
の
娘
で
、
上
杉
謙
信

の
養
子
・
景
勝
の
正
妻
と
な
っ
た
菊
姫

が
モ
デ
ル
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

菊
姫
は
諏
訪
の
血
を
ひ
く
武
田
勝
頼

に
と
っ
て
義
理
の
妹
に
当
た
る
姫
と
い

う
事
に
な
り
ま
す
。
勝
頼
は
諏
訪
頼
重

の
孫
で
あ
り
、
そ
の
名
は
は
じ
め
諏
訪

四
郎
勝
頼
と
さ
れ
ま
し
た
。
物
語
の
主

人
公
八
重
垣
姫
は
、
菊
姫
同
様
に
和
睦

の
た
め
の
政
略
結
婚
と
い
う
背
景
を
持

っ
て
い
ま
す
。

公
演
開
始
と
同
時
に
大
人
気
と
な
っ

た
こ
の
演
目
↓
廿
四
孝
」
は
、
孝
の
文

字
か
ら
も
推
察
で
き
る
よ
う
に
、
い
く

つ
か
の
孝
行
の
話
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
「
本
朝
」
と
は
「
日
本
の
」
と
い

っ
た
意
味
で
す
。
歌
舞
伎
に
も
使
わ

れ
、
雪
姫
（
祇
園
祭
礼
信
仰
記
）
時
姫

（
鎌
倉
三
代
記
）
と
と
も
に
「
三
姫
」

と
呼
ば
れ
、
現
代
も
愛
さ
れ
て
い
る
姫

です。い
わ
ゆ
る
「
時
代
物
」
と
呼
ば
れ
、

こ
の
物
語
以
前
に
も
、
近
松
門
左
衛
門

が
武
田
氏
と
上
杉
氏
の
興
亡
を
描
い
た

「
信
州
川
中
島
合
戦
」
が
あ
り
、
大
人

気
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
武
田
氏
・
上

杉
氏
と
の
興
亡
の
歴
史
が
、
江
戸
時
代

の
上
方
（
大
阪
）
に
お
い
て
、
す
で
に

大
人
気
と
な
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て

か
、
同
じ
武
田
家
と
上
杉
家
に
ま
つ
わ

る
八
重
垣
姫
の
物
語
空
気
に
人
気
に

火
が
つ
い
た
よ
う
で
す
。

今
夏
は
八
重
垣
姫
像
の
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
が
行
わ
れ
ま
す
。
　
＝
随
時
掲
載

詳
し
い
場
所
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
は

諏
訪
塾
事
務
局
（
電
話
0
7
0
・
8
3

2
3
・
2
1
0
7
）
へ
。

ぶ
ら
り
諏
訪
塾
の
冊
子
は
・

・
諏
訪
市
観
光
案
内
所

（
J
R
上
諏
訪
部
内
）

・
れ
す
と
ら
ん
割
烹
い
ず
み
屋

（
諏
訪
市
諏
訪
）

・
書
店
「
吉
事
堂
」

（
諏
訪
市
末
広
）

・
す
わ
大
昔
情
報
セ
ン
タ
ー

（
諏
訪
市
博
物
館
内
）

・
諏
訪
書
店
（
通
販
の
み

5
7
・
0
9
9
7
）

■
柏
屋
カ
フ
ェ
＆
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
諏
訪
市
中
洲
神
宮
寺
）

で
販
売
中
で
す
。

諏
訪
市
の
石
彫
公
園
近
く
の
諏
訪
湖
に
立
つ
八
重
垣
姫
像

矢
崎
裕
子
さ
ん

同
人
誌
『
蠍
』
会
員
。
狼
煙
会

や
ま
ち
な
か
案
内
人
な
ど
の
市

民
活
動
を
通
じ
て
修
行
中


